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時代背景 

 

大航海時代（15世紀～17世紀の前半）、船の位置（緯度・経度）を知るための航海術（天

文航法）が発達していた。そこでは、精度の高い観測値（大きな桁数の数）のかけ算・わ

り算をすることが必要とされた。当時、三角関数が知られており、三角関数の表も作られ

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人物紹介 

 

ジョーン・ネーピア（John Napier，1550-1617） 

・ スコットランドのマーチストン城で生まれる。 

・ 彼があるものを考え始めたのは 1595 年ごろと 

いわれている。 

 

 

 

 

 

 

≪D e s c r i p t i o≫ 

 

定義 

次ページからの文章は、Napier が刊行した著作の英訳の主要な部分です。これを読んで、

Napier の考案したあるものについて探ってみよう。 

０ 

１ 

２ 

私は何を発見したのでしょう？ 

参考（三角関数表の一部） 

 



 

 

線分は等しく増加する．定義 1 同じものを表わす点が，同じ時間または瞬間に等しい

長さだけ進んでいくとき． 

 

 

 
 

定義 2 線分がしだいに短かなものになるように比例的に減少するというのは，同じ時

間に、同じものを表わす点が、そこから切り離されていく線分と同じ比をもつ部分を継続

的に切り離していくとき． 

 



 
 

定義 3 無理量，もしくは数によっては説明不可能なものが，非常に近い数によって定

義される，あるいは表現されるというのは，それが，真の無理量の値からせいぜい 1 以下

しか違わないような，非常に大きな数によって定義されるときである． 

 

 

 

 

定義 4 等しい時間の運動とは，一緒に等しい時間で動くものである． 

 

 

 
 

 

定義 5 ある運動よりも，一層ゆっくりした運動も，また一層速い運動も与えられ得る

ということを知るときには，そのことからその運動に等しい速さをもつ運動も与えられ得

るということが結論できる（それをわれわれは速くも遅くもない運動という）． 

 

 

 

 

 



 

 

定義 6 したがって，任意の sine の□□□□とは，次の線分を非常に近く表現する数の

ことである．その線分は平均的な時間で等しく増加しており，一方，全 sine の方の線分は，

比例的にその sine に向かって減少している．このとき両方の線分の運動は等しい時間で行

なわれ，また、はじめは同じ速さをもっている． 

 

(註) Napier は、ある長さの線分を、円をつかって考えていた。ここでの“whole sine（全

sine）”は円の半径、すなわち決まった長さの線分を表している。“sine”は、今、あ

る長さの線分を表しているものと考える｡ 

 

参考 

Napier が円の半径として 10７をとっ

た。これは、レギオモンタヌスの三角

関数表が７桁のものであったので、そ

れにならったのだとされている。これ

をもとに表の計算は行われている｡ 



図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図② 

 

 

 

 



 

 

Napier の著作 

 

 

Napier によって、 

『Mirifici Logarithmorum Canonis Descriptio』 （1614 年） 

『Mirifici Logarithmorum Canonis Constructio』（1619 年） 

という２つのラテン語の著作で発表された。 

 

註１）『Constructio』は、息子 Robert によって 

  Napier が亡くなった２年後に編纂された。 

註２）今回用いた文章は、『Descriptio』の英訳本 

  『A DESCRIPTION OF THE ADMIRABLE  

TABLE OF LOGARITHMES』である 

 

 

Napier は先の定義をもとに対数表を作成。 

作成における計算はすべて手計算によるもの 

だった。 

対数表は 『Descriptio』に、対数表作成の詳細 

な過程は 『Constructio』に記載されている。 

 

 

 

Memo 
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★ おまけ（Napier に関する記述を読もう！何がわかるかな？） 

 

《Construction》を編纂したロバート・ネピアが冒頭に“数学を学ぶ読者への挨拶”で

次のように述べている．（ネピアはこの書の刊行 2 年前に亡くなっている） 

 「いまもつねに思い出の中に敬愛され続けている私の父は，数年前，対数の驚くべき

Canon の使用を公のものとした；しかし父はその対数の本の 7 ペ－ジと最後のペ－ジに

書き記したように，この創造の理論と方法については，この種の学問に精通した人たち

の Canon についての意見と批判を確かめた上でなければ，印刷することはしないとして

いた． 

  しかし，父がこの世から旅立ってから，私は間違いもないような確かさで，数理科学

におけるもっとも熟達した人たちが，この新しい発見を非常に重要なものと考えており，

そしてこの驚くべき Canon の作成法，あるいは少なくともそれを説明するようなものを，

広く世のために明らかにしてほしいと望んでいることを知った． 

  そのため，著者がこの小さな著述に最後の校訂の手を加えなかったのは明らかなこと

ではあったが，それでも私は彼らからの名誉ある要求を満足させ，またこのような研究

をまだ習得していない人たち，また初めのところで立ち止まっている人たちの助けとな

るようなことに対し，私のできるだけのことはしたいと思ったのである．」 

 

「私はあなたにジョン・マール氏から聞いた忘れられない話を伝えておきます．あなたは

御存知だとは思いますが，マール氏はすぐれた数学者であり幾何学者でもあった人で，ジ

ェームズ王とチャールズ 1 世に仕えていました． 

  ネピア卿が，あるいはマーチストン卿といった方がよいかもしれませんが，最初に彼

の対数の著作を刊行したとき，ブリッグス氏は当時ロンドンのグレシャム・カレッジの

天文学の講師でしたが，一読してその考えに驚き感嘆して，それを発見した高貴な人マ

ーチストン卿に会いたいと矢も盾もたまらぬような気持になっていました． 

  ブリッグス氏は，前もってスコットランドに行く予定のあったマール氏に，2 人の学者

ネピア氏とマール氏が会うときに，自分もそこに同席できるように取り計らってほしい

と伝えておきました．ブリッグス氏はネピア卿とエジンバラで会うことになりましたが，

約束の日になってもブリッグス氏は姿を見せず，ネピア卿は彼が本当にやってくるのか

どうか疑いはじめました．（註記：当時ロンドンからエジンバラへは船旅で，その海路は

危険を伴うものであって，日数も定まらぬ長い旅であった．）たまたまある日ネピア卿と

マール氏とがブリッグス氏について話をしていて，ネピア卿が『ねぇ，ジョン，ブリッ

グス氏はもう現われないよ』といったちょうどそのとき，門がノックされました．マー

ル氏が急いで駈け下りると，そこには喜色満面のブリッグス氏が立っていました．マー

ル氏は，ブリックス氏を卿の部屋に伴いましたが，15 分ほどは，卿とブリッグス氏は互

いに敬意をもって見つめあっているだけでした．それからブリッグス氏が話しはじめま



した． 

  『閣下，私はあなたにお会いして，叡知と発見の閃めきに恵まれて，天文学にとって

これほどすばらしい助けとなった対数を，どのようにして最初に考えつかれたかを知り

たくて，この長旅をしてここにやって参りました．閣下，あなたによって見出されまし

たが，一度わかってしまえばむしろやさしいことのようにさえ思えるこのことを，これ

まで誰も気づかなかったことが，私はむしろ不思議だったと思っています．』 

  ブリッグス氏はネピア卿によって手厚くもてなされました．そして，この後，毎夏，

ネピア卿が存命の間，この尊敬すべき人ブリッグス氏は彼に会うためにスコットランド

を訪問したのでした．（註記：実際訪問したのは 2 回であった）」 

             J．L．Coolidge≪The Mathematics of Great Amateurs≫

Oxford（1990，reprint）からの訳出（『数の大航海』より） 

 

「ここでこれから述べる対数は，あの有名なマーチストン男爵が彼の『Canon Mirificus』 

で示した対数とは違ったものであるということについては，どうか驚かないでいただきた

い．というのも，私がグレシャム・カレッジの私の聴講生に向けて，ロンドンでそこに書

かれている理論を詳しく講述した折にも，全 sine の対数として（Canon Mirificus のよう

に）0 をとることはよいとしても，全 sine の 10 分の 1，すなわち 5°44′21″の値に対し

ては 10000000000 を対数としてとる方がずっとよいと注意していたからである．そしてこ

のことについて私はすぐに著者に書き送った．そしてその年の季節もよくなり，私のつと

めていたカレッジも休暇期間に入ると，私はすぐにエジンバラへと旅立った．そしてエジ

ンバラでは彼から心暖まる歓迎を受け，私はそこで 1 カ月も滞在し続けた．しかし私たち

が対数を変えることについて話し合いをはじめると，彼はかなり前から同じ意見をもって

いて，その完成を心がけていたのだと言った．さらに彼は言葉を継いで，もし彼の雑務や

健康が許すなら一層使いやすいものをつくりたいのだが，それができるまでの間，自分は

すでに用意したものを公刊することに踏みきったのだ，と言った．彼はそのことについて，

対数を変えるとすれば，0 は 1 の対数とするように，10000000000 は全 sine の対数となる

ようにすべきであるという考えを述べた．私はこれがもっとも使いやすい対数であるとい

うことは認めざるを得なかった．そこで私は以前に準備していたものをすべて放棄して，

彼の熱心な懇請にも応じ，このような対数の求め方について真剣に熟考することをはじめ

た．そして翌年の夏，私は再びエジンバラを訪れ，私がこの書で提示している対数の基本

的な部分を彼に示したのである．私は同じことを三度日の夏にもするつもりであったのだ

が，それはかなわぬこととなった．実際，そのような私たちのことで彼にそんな時間をと

らすことは，神をまことに喜ばすことになるのだろうか．」 

ブ リ ッ グ ス の 著 書 ≪ Arithmetica Logarithmica ≫          

からの訳出（『数の大航海』より） 

 


